
 
 
 

 
 
 

１ 事例の概要 

  本校では、めざす子ども像「自ら学ぶ子」に迫るため、１５年度より一貫して授業の終末場面の

「ノート」を検証し、子どもの「学力向上」と教師の「授業改善」を進めてきた。子どもの実態に

基づき、教師一人一人が個人テーマを設定し研究を進めている一方で、共通に子どもの自己評価

（ノートのふり返り）を積み重ねており、それを授業の手立てや学級経営に活用することで「学力

向上」と「授業改善」を図っているのである。これは、「学力」を単なる「知識的な学力」と捉え

るのではなく、子どもたちが「自分の学習状況を自分で点検・反省し、次の自分の目標や行動を設

定し、改善、調整したりする力（＝自己評価力）」を含めて捉えているからである。「自己評価

力」は子どもたちの「確かな学力」を支える大切な土台である。本事例は、学校研究にある「ノー

トのふり返り＝学習日記」を生かしながら、国語科でつけたい学力である「伝え合う力」を高める

ため、指導の工夫改善を図ったものである。 
 
 Ａ－１ 学校研究    

 
２ 実践内容 

 (1) 単元の目標 

・作品を読み重ね、椋鳩十が作品にこめた思いを考えることを通して、登場人物の心情や場面

についての描写を味わいながら読むことができる。 
 (2) 指導上の工夫点 

① 子ども自身が、学びの「必要感」と明確な「めあて」を持つことができる単元の導入

事例１  単元「受け取ろう 椋鳩十さんが残したメッセージを ～大造じいさんとガン～」 

学習日記（ふり返り）を生かした指導の改善 
国語 第５学年 
金沢市立材木町小学校・教諭

Ａ－２ 国語科年間指導計画（H１６・１７年度 高学年） 

 
  ・子どもたちはこれまで、作者への興味を持ち作品を読んだ経験が少ない。本単元では伝記の

読み聞かせからスタートし、作者への興味を持って『大造じいさんとガン』を読めるように

していきたいと考えた。そうすることで、他作品への広がりにつながると考えたからである。 
② 基礎基本を学ぶ場や学び方を習得する場、思考を深める場の設定 

・子どもたちはよく発言するのだが、考えが積み上がらなかったり答えが導き出せないという

ことがある。それは話し手も聞き手も根拠となる叙述をもとに考えを話したり聞いたりする

ことができていないためだと考えた。そこで、根拠を明確にするためのワークシートを用い

たり、少人数から多人数へと話し合いの人数を変化させ、どの子にも学び方が身につくよう

にした。 
③ 学びが生かされた実感、達成感のある単元のゴールの設定 

・第三次で椋鳩十の他作品を重ね読みする構成にした。第二次までにつけた力を、それぞれが

生かす場を設定することで、それぞれの児童についた力がより明確になると考えたからであ

る。自分のよさや課題、変容を知ることは、確かな自己評価力につながると考える。 
④ 自己評価（ノートのふり返り＝学習日記）の活用 

・話し合いのあとに学習日記を聞き合う場を学習計画に位置づけた。そうすることで友達との

学び合いが実感でき、自分や学級集団の成長、反省点が自覚できるようにと考えた。 

 

 
Ｂ－１ 指導上の工夫 詳細 



 

 

３ 指導の実際  

  第一次 ＜少年むくはとじゅう物語を読もう＞  
・感想交流後、学習計画を立て、単元の見通しを持つ。 

≪ 受け取ろう 椋鳩十さんの残したメッセージを ≫ 
                            

彦穂少年は椋鳩十さんという作家になったよ。２００もの動物に関する作品

を残した椋さんは私たちに何を伝えたかったのだろう。 
椋さんからのメッセージを受け取りたいな。 

 
第二次 ＜大造じいさんとガンを読もう＞  

       ・あらすじの理解・学習問題作り 
      ＜こだわりの学習問題を解決しよう＞  
       ・グループを作り考えを伝え合う。 

＜大造じいさんとガンで椋さんが伝えたかったことは＞ 
＜友だちとの話し合いで深まったことを交流しよう＞  
  

  
４ 成果と課題 

 (1) 成果 

① 情景描写や登場人物の心情を読み取る力の向上

第三次 ＜他の椋鳩十作品を読もう＞  
＜椋さんが読者に伝えたかったメッセージは何だろう＞ 
＜友だちとの話し合いで深まったことを交流しよう＞ 

・ノートの交流をする。 

①子どもたちは、伝記の主人

公に興味を持ち、学習に対

する意欲や見通しを持つこ

とができた。 

 

②根拠を明確にするためのワ

ークシートを用いること

で、課題に対する考えの根

拠をいくつかの叙述から考

えることができた。

③他作品を重ね読みし、二次

でついた力を生かす場を設

定することで、自己の変容

を実感することができた。 

 
Ｃ－１ 指導案   Ｃ－２ ワークシート  Ｃ－３ 授業の詳細 

 
④学習日記を交流する場で

は、友達との学び合いから

得られる深まりを、個人だ

けでなく学級全体で実感す

ることができた。 

   
・情景描写や登場人物の心情を読み取るワークシートを工夫することで、どの子も自分の考え

を支えるための根拠（叙述）を複数持つことができた。話し合いの人数を変化させたり、椋

鳩十の他作品を重ね読みしたりすることで、つけた力を他の場で生かしていくことができ、

力の向上を子ども自身が実感することができた。 
② 伝え合う力の向上   

・前述の４点にあるような指導上の工夫を重ねていくことで、６年生になると自分たちでより

よい表現の姿、追究の姿を設定し、伝え合う力を高めていくことができた。 
③ 自ら学ぶ力・自己評価力の向上   

・「必要感」のある単元の導入や、「達成感」のある単元のゴールを設定するなど、子どもと

ともにつけたい力を考え進めていくことで、自ら学ぶ力や自己評価力がついた。 
④ 文章で自分の考えを的確に表現する力の向上   

・全校で、自分の考えを的確に書く力の育成に取り組んできた結果、平成１７年度石川県基礎

学力調査では、書くことの領域で高い通過率が表れた。 

 (2) 課題 

・単元の目標にある言語能力をより具体的な姿におろして、明確なねらいを持ち、一人一人の

言語能力が育成される授業を展開していかなければならない。 

 
Ｄ－１ 成果と課題 詳細   Ｄ－２ 一年後の児童の姿（平和のとりでを築く） 
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１ 事例の概要 

子どもの学力低下が社会問題となる中、教育現場には学習や生活の基盤となる確かな学力の育成

が強く求められている。社会科においては、国家・社会の一員として生きていくための資質や能力、

知識や技能の定着を、授業を通して培っていかなければならない。 
本校の子ども達は、授業に対して前向きに取り組む子が多く、発問に対して真剣に耳を傾け考え

ようとする。また、考えを問う発問に対して自分の考えがまとまらない時にも、友達の考えをしっ

かりと聞くことで考えを構築しようとする姿も見られる。しかしその一方で、発言内容や構成を聞

き分け、自分の考えと比べる意識はやや弱く、話し合いの場面での個々の思考の深まりがあまりな

い。また授業後のふり返りでは事実は書けるが、さらに自分なりの考えをもち表現することができ

ない子が多い。 
以上の実態を踏まえ、学ぶことに対する意欲の高さを大切にしながら、学びの基礎力や思考・判

断の育成を目指していきたいと考えている。そのためには、学ぶ意欲の持続が欠かせない。さらに

学習課題を共有するための手立てや、必要感をもって調べ自分の考えを構築するための工夫などを

おこなっていく必要がある。 
  本事例は、学習課題が設定されるまでを第一段階、調べ活動から話し合いを通して課題が解決さ

れるまでを第二段階、さらに新たな課題意識が生まれ次時へと思考がつながるまでを第三段階と、

学習の展開を３つに分け、各段階において具体的な支援や評価の在り方を実践したものである。 
 
２ 実践内容 

(1) 単元の目標 

  ・自動車工業に従事している人々の工夫や努力について意欲的に調べることができる。 
（関心・意欲・態度） 

・我が国の工業生産が国民生活の向上や産業の発展に果たす役割、明るい未来のために資源の有 

効利用を見据えた循環型工業の重要性について考えることができる。    （思考・判断） 

・原料の輸入、生産、販売、解体・再利用の循環型の工業について、調査活動や各種資料を活用

し調べ、分かりやすくまとめることができる。        （資料・観察の技能・表現） 

・私たちにとって身近な自動車は、従事している人々の工夫や努力、貿易や運輸の働きなどに支 

えられながら生産されていることを、また使われなくなった後も解体し、再利用されているこ

とを理解する。                            （知識・理解） 

 
(2) 指導上の工夫点 

① 学習指導の工夫改善 

・主体的な学習を促すために、小単元全体または次全体を貫く『核』となる課題意識をもたせ、

学習課題を設定する。 

・社会的なものの見方や考え方などを育成するために、学習課題に対する自分の考えをもたせ

る場や考えを出させる場を工夫する。 

② 評価の工夫改善 

毎授業の最後にふり返りを書かせ、またふり返りを課題意識の持続に活用する。 

 

事例３  単元「自動車をつくる工業」 

循環型自動車工業をめざして 
社会 第５学年 

 金沢市立大浦小学校・教諭

Ｂ－１ 研究の実際「水産業」 Ｂ－２ 「自動車工業」 Ｂ－３ 「幕末・明治維新」



 

 

 
 
 
 
 
 

３ 指導の実際  

 
 
 
 
 
 
 

☆新たな課題意識の芽生え ＜あのたくさんの使用済み自動車はこの後どうなるのか＞ 

 

 

 

☆全体を貫く課題意識 ＜95%も再利用されている、その工夫は何か＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

☆教師からの揺さぶり （なぜそこまでしてこの仕事をがんばっているのか） 
子ども達から考えを聞いた後、工場の社長さんのお話をビデオで視聴する。 

 

４ 成果と課題 

 (1) 学習指導の工夫改善 

・使用済み自動車が増加している事実、95%という高い率での再利用に成功した工場が校区内に

ある事実を重ねて提示することで、全体を貫く学習課題を設定することができた。学習課題の

設定には、個々の課題意識の高揚とそれが学級全体のものとして共有化されることが大切であ

るが、時間をかけず効率よく設定する手立ても必要である。 
・校区内の工場での具体的な調べ活動を通して、高い意欲のもとで考えを深めていくことができ

た。しかしその考えを表出する場において、発言の違いを的確に聞き分け、互いの考えの違い

に気づき、新たな展開へとつなげられるよう考えを分類する板書の工夫が必要であった。 
 (2) 評価の工夫改善 

 ふり返りは意識の持続や考えの交流、さらに学習への意欲を喚起させるものになった。また、

ふり返りを教室掲示に活用することで、授業の間に自分の考えとの比較を促す資料となった。 
 
 
５ その他 

94年 ⇒ 03年 
約100万台増 

今後もっと増？

オイルやガソリンは

燃料として再利用 

→まず最初に抜くの

は火事を防ぐため 

大きな機械で分けた後、 

手作業で細かく種分け→ 

少しでも無駄をなくす工夫

社員からの改善議案書→

全員でいい仕事をしたい 

大きな音の中での仕事…

 
94年 ⇒ 03年 
約1000万台増 

☆新たな事実との出会い  第三次 

自動車保有台数 
使用済み自動車数 山中に積み上げられた自動車 

もったいない･･･ 多くの人が一生懸命作ったのに･

この車はこの

後どうなっち

ゃうの？ 

☆校区のリサイクル

工場との出会い 
95％も再利用している 

工場が自分達の校区に！
一般的には 
75~80％が再利用されている 

ところが･･･ 

 

☆本物に触れ実感する工場見学（人の姿、音、におい･･･） 

見学で調べたことをもとにした話し合い

シートは座椅子、タイヤは

車止めに→別の物に利用 

暑い中で汗をかき

ながらの作業･･･ 

オイルのくさいにおいの中で･ 95%も再利用するた

めには並大抵の工夫・

努力ではだめなんだ･･
たった一日で軍手が真っ黒になる位･･･

Ｃ－１ 指導案 

Ｄ－１ 成果と課題 

Ｅ－１ 「水産業」指導案 Ｅ－２ 「幕末・明治維新」指導案
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第一次 
導入 
学校探検 
 
 
第二次 
学校探検 
 
 
 
第三次 
伝え合う場 
 
 
 
 
かかわりなおす場 
                    

 
 
 
 
 
１ 事例の概要 

本校の学校内には多くの木々が植えられ、校区にも公園が多いため、児童は自然とのかかわりに

関心をもって学習しやすい。また異学年交流が盛んなことから、児童は活動の見通しをもち活動す

る姿が見られる。しかし経験のないことには消極的で、自ら問題を見つけ活動しようとする姿は少

ないと言える。 
そこで、２年間を見通した指導計画を作成するとともに、気づきを大切にする指導方法の工夫、

指導に生きる評価と支援のあり方について探った。 
 
２ 実践内容 

 (1) 単元の目標 

学校やその周りの自然、人々、施設等に関心を持って学校探検を行い、自分のお気に入りの場

所を見つけ伝えるとともに、学校にはいろいろな施設や自然があり学校生活を支えてくれている

人々がいることがわかる。 
 

 (2) 指導上の工夫 

① ２年間を見通した指導計画の作成 

地域や児童の実態より、以下の３つの視点をもち、指導計画を作成した。 

・身近な自然や地域環境を生かす。 
 ・児童を取り巻く身近な人々とのかかわりを重視する。 
・単元のつながりや広がりを意識する。 

 
② 気づきを大切にする指導方法の工夫     

児童が思いや願いをもち、くりかえしか    
かわり合いたくなるような単元計画を立 
案した。（右図） 
・児童の思いや願いを引き出す。 
・一人一人の思いや願いをかなえる活動を 
 工夫する。  
・伝え合う場を工夫する。 
・かかわりなおす場を設定する。 

 
③ 指導に生きる評価と支援 

・教師の具体的な支援イメージをいくつか 
 もつ。  
・ふりかえりで書いたものを分析し、次の 
 指導に生かす。 

 
 

 

Ｂ－１ 平成１８年度指導計画一覧表 

Ｂ―２ 単元計画 

事例７  単元「なかよしいっぱいだいさくせん」 

泉野小学校大好き ～学校となかよし～ 

生活科 第１学年 
金沢市立泉野小学校・教諭

まだ知らない場所があるよ。（気づき）

学校探検してしらべたい 
（思いや願い） 

いろいろな場所があったよ。 
おもしろそうな場所をみつけたよ。

もっと探検したいな 

こんなことを見つけたよ。 
自分たちだけのすごい発見だよ。

友だちにも伝えたいな 

友だちのお気に入りの場所も 
楽しそうだな。 

友だちのお気に入りの場所

にも行ってみたいな 

泉野小学校にはすてきなところが

いっぱいあるな。これからも楽しみ



３ 指導の実際 

学習活動 
◇評価の視点 

( )評価方法【 】評価の観点 

１．めあてをつかむ   ＜ お気に入りの場所クイズをしよう ＞ 
２．お気に入りの場所についてクイズで伝え合う 
 
 
 
 
 
                      
 
 ・ゲストティーチャーからお話を聞く 
３．また行ってみたい場所を話し合い、ふりかえりカードに書く 
 
 

◇みんなに伝わる声の大

きさや物の見せ方でク

イズを出している。 

（発表）【思考・表現】 

 

◇お気に入りの場所を進

んで話したり、聞いたり

している。 
（発表・行動）【関・意・態】

 
◇また行ってみたい場所

を書いている。 
（ふりかえり）【関・意・態】

 

４ 成果と課題 

(1) 成果 

① ２年間を見通した指導計画の作成 

２学年の交流を明らかにしたことにより、相互に働きかけ合う活動が年間を通して計画的に位

置づけられた。１年生は２年生の具体的な姿を多く見ることで、来年度の活動に期待感をふくら

ませている。また、単元のつながりを色別に表記して指導計画を作成したことにより、児童が既

習経験を思い起こしながら見通しをもって活動できるようになった。 
② 気づきを大切にする指導方法の工夫 

児童の思いや願い、気づきをイメージしながら指導計画を立案したことにより、児童は「もっ

と学校のことが知りたい。」という思いをふくらませながら、くりかえし対象とかかわり合うこ

とができた。単元を通して「学校ってこんなにおもしろいと思っていなかった。」と、前よりも

っと学校のことがよくわかった自分に気づく児童の姿が見られた。 
③ 指導に生きる評価と支援 

児童のふりかえりを分析することは、全員の学習状況を把握でき、誰にどんな支援が必要か考

え次時への支援に生かすことができた。具体的に支援イメージをもつことにより、タイミングの

よい効果的な支援が行いやすくなった。 
 
(2) 課題 

思っていることを話したり書いたりクイズにして表現する場をもってきたが、その力について

は個人差が大きい。どの児童も自分の思いを素直に表現できるように、対話を通して思いを聞き

どう表現したらよいか支援していくこと、その時間を保障してあげることなど個に応じたきめ細

やかな支援が必要である。また、そのように表現したことが教師や友だちから認められることに

よって、気づきを価値づけていきたい。 
評価を指導に生かすために、様々な児童の様子を予想する教師の力や支援を幾通りもイメージ

できる力、そして場面や状況に応じてタイミング良く支援する力を高めていくことが大切である。 

Ｃ―４ 授業記録Ｃ－３ 指導の工夫とその実際 Ｃ－２ 支援イメージＣ―１ 指導案 

ヒント１ さいしょはどきどきしました。 

ヒント２ カーテンがあります。 

ヒント３ ピンセットがあります。 

マルテだと思う。カーテンがあ

るから。 

保健室だと思うよ。消毒して

もらったことがあるよ。 

クイズ大会楽しかったね。みんなのお気に入りの場所を聞いたら、行っ

てみたくなったよ。次のクイズ大会も楽しみだな 

正解は保健室です。 



 
 

 
 
 
 

 

１ 事例の概要 

  本校６年生の子どもたちは，テレビから流れる流行の曲やCMの曲に敏感であったり，好きな曲

をキーボードで弾いたりと，「音楽」に親しむことには興味がある。半面，音楽の授業になると歌

う声は小さくなり，伸び伸びと自分を表現することに恥ずかしさを感じている様子が伺える。 

音楽の時間は，文字通り「音を楽しむ」時間であってほしいと願うのだが，その「好きな音楽」

と「音楽の授業」の間には，大きな壁があることを日々感じている。この子たちが，音楽の授業を

「楽しいな」と思うためには，子どもたちの意欲をいかに喚起し，主体的に取り組む姿をつくるか

が求められていると感じた。ちょうど，６月に「古典芸能鑑賞教室」があり，箏・三味線・日本舞

踊に触れる機会があったため，子どもたちの和楽器に対する興味・関心が高まっていた。また，６

年生の鑑賞教材「春の海」で和楽器について学習することもあわせ，魅力のある教材として子ども

たちに和楽器（箏）を体験させる授業をしたいと思ったのが，今回の実践のきっかけである。 

  

２ 実践内容 

 (1) 題材の目標 

・我が国の音楽を含む世界の多様な音楽のよさを感じ取って聴いたり，意欲的に表現したりする。 
・筝のもつ独特な音色や奏法を味わい，我が国の音楽への関心を高める。 

                       
 (2) 指導上の工夫点 

「表現と鑑賞との関連」から，次のような活動を設定した。鑑賞と表現を挟むことで，「おも

しろそう→やってみたい」の意欲の流れが生まれると考えた。子どもが自分の感性を働かせ、感

受したことを大切にして、授業を進めるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
Ｂ－１ 活動計画と学習指導の工夫 Ｂ－２ 評価の工夫 Ｂ―３ 実践の内容 

事例８  題材「世界の音楽めぐり」 
世界の音楽を聴こう！やってみよう！ 

～ 表現と鑑賞の関連を図って ～ 
音楽 第６学年 
中能登町立鳥屋小学校・教諭

【鑑賞】 
世界の音楽を鑑

賞しよう。 
（LD，CD） 

【表現】 
ケチャのリズム

を楽しもう。 

【鑑賞】 
日 本 の 楽 器

「箏」の演奏を

聴こう。（ミニコ

ンサート） 

【表現】 
「箏」で「さくら

さくら」を弾いて

みよう。 

ケチャっておもし

ろそうだな。 
日本と外国の楽器の音色

はどう違うんだろう。 
私たちも箏を弾いて

みたいな。 

子どもの 
意識の流れ 



３ 指導の実際  

学 習 活 動 と 意 識 の 流 れ ●留意点 ◇◆支援 評価

１．課題をつかむ

。

２．５グループに分かれ、練習をする。

 ○主旋律が弾けるようになろう。

●前時にゲストティーチャーに指導

していただき，基本的な箏の弾き

方を知っておく。

◇「七・七・八・・・」という風に

弦の番号でも歌ってみる。

評価観点① 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

(1) 成果 

・成果は，何よりも授業後のアンケートでほぼ全員が「箏を演奏できて楽しかった。」と書いて

くれたことである。「音楽の授業が楽しい」と思えることが一番にあり，そのための意欲を喚

起させる手立てとして今回の実践を試みた。当たり前であるが，主体的に学習する姿勢がどれ

ほどの学習効果をもたらすかを改めて実感した。

 ・表現と鑑賞の関連を図るという部分では，ＬＤや生演奏の鑑賞の後，自分たちもやってみると

いう，子どもの関心・意欲・態度を高める点でよく機能できた。また，音楽的なつながりの部

分でも，筝の生演奏の場面を目の当たりにすることにより，自分たちの副次的な旋律や伴奏の

創作へと発展させることができた。

・１時間に２つの評価場面をつくったのは，正解だった。行動観察の場合，活動中の子どもたち

と関わりながらの評価になるので，なかなか全員を見ることができない。評価観点を絞って行

動観察をすることが有効だと感じるが，振り返りの自己評価や他者評価を見る中で，教師がつ

かめなかった子どもの様子を把握することができた。

・授業の様子をビデオカメラで撮り，記録として残したのもよかった。活動中の子どもの様子が

つかめたり，教師がみられなかった場面を確認したりすることができた。同時に，自分の指示

の出し方・発問の分かりやすさを振り返るよい機会となった。

 (2) 課題 

・この活動を計画するにあたり，周りの協力がなければできなかった。今回は、物的にも人的に

も恵まれていたが、もし何もない状況でもこのような授業をしたいと思ったときに，ゲストテ

ィーチャーの手配や楽器の貸し出しなどすぐに行えるシステムが確立していればよいと感じた。

  ・時間いっぱいの活動で振り返りカードを書いて終わることが多かったが，もう少し子どもたち

の感想を交流しあえばよかった。友だちの考えを聴くことで，自分の思いとの違いを感じるこ

とができただろう。

  ・世界の民族音楽の実践で，音楽的なつながりをもった表現と鑑賞の関連を図るということがで

きなかった。子どもたちが感じた「おもしろさ」を音楽を特徴付けている要素として、子ども

に指導し、それを自分なりに工夫して表現できるよう今後この点を考えていきたい。

・音楽に限らず，活動中の場面で全員をどう評価できるかは自分の中でも大きな課題である。

「さくらさくら」の曲を楽しみながら演奏してみよう。

・箏の音色を楽しみながら，積

極的に演奏しようとしている。

【行動観察】

最後まで弾けるよ

うになりたいな。

「五六八七六五―」の

リズムが難しい。歌詞

と合わないなあ。

Ｃ―１ 指導案 Ｃ―２ ワークシート 



事例９  題材「鑑賞」 

なんだ!?  入れ物なんだ！ 

～鑑賞で情報を読み取り、その後の表現に必要な考え方を明確化させる学習のあり方～ 

図画工作科 第４学年 
金沢市立伏見台小学校・教諭  

 
１  事例の概要 

「確かな学力」の育成をねらい、テーマを「意欲的な学習の姿」の成立として取り組んだ。これは

単に活発な学習の姿をめざすだけのことではなく、課題に追求的に取り組みながら、学習を通して

資質・能力をしっかり獲得する姿をめざすものである。また、図画工作科における PISA 調査の読

解力（参考文献：初等教育資料№808 Ｐ2～3 文科省）を育成する指導の研究としても取り組んだ。 

本事例は、作例鑑賞の話し合い＜情報の取り出し＞が、その後の表現を追求するための新たな造

形的な見方や考え方を獲得すること＜解釈＞となり、次時からは、獲得された見方や考え方が表現

を追求する視点となって働き＜熟考・評価＞、表現の基礎基本に関するねらいを達成できるかとい

う研究である。追求的に学習する中で認識と表現が両立して「意欲的に学習する姿」が成立したか、

すなわち「確かな学力」となったかを考察した。 
 Ａ－１ 事例の概要  

 

２  実践内容 

(1)  単元の目標 

・入れ物には見えない置物をつくることに関心をもち、筒を立体的な楽しい形にすることを楽し

もうとしている。                    （造型への関心、意欲、態度） 
・差し込みができる筒の形をもとにしてつくりたいものを考え、楽しい美しい立体になるように

加える部分やその形を考える。                  （発想や構想の能力） 
・厚紙の折り方（おりすじで）や丸め方など厚紙の扱い方ができるとともに、思いに合ったつく

り方をして形よい成形や丈夫な接合ができる。             （創造的な技能） 
・部分をつける場所やつくり方に関心を持って作品のつくり方のよさを味わうことができる。 

（鑑賞の能力） 
（2）  指導上の工夫点 

本題材で獲得させたい見方や考え方は下記のＡとＢである。 

Ａ 部分を加える場所：どこから見ても部分がある表現をするとよい 

・ある方向から見ると何もない（片側から見て表現するだけで平面的）のはさびしい。 

・どの方向から見ても、もようや部分が見えて楽しい。 

Ｂ 部分のつくり方：部分は（できるだけ）基本の形からとび出るように加えるとよい 

・（平面的に貼り絵のように加えて）全体がほとんど基本の形（筒）のままではさびしい。 

・基本の形からとび出る形（立体的に加える形）が多く、全体が基本の形のままではなくものの形を

していると楽しい。 

この見方考え方を獲得させるために作例鑑賞をさせた。この時の工夫は次のとおりである。 

・子どもが興味をもって見るように、視覚的に楽しい三つの作例 a、b、cを作成して提示する。 

・子どもが比較した場合に、それらの違いやよさに気づきやすいように（「情報の取り出し」のし

やすさと後の「解釈」のしやすさ）、象徴的で互いに対照的な表現にし、効果的な順番や見せ方

で提示する（下写真参照）。 

  ① （左）作例 a、（右）作例 b ②（左）作例ｂ、（右）作例ｃ 

・自分の気づきや考えを明確にするために、しっかり見る時間と思いを言語化する場を設ける。 

 Ｂ－１ 実践の内容    Ｂ-２ 指導法の工夫  



３  指導の実際 

学 習 活 動 指導上の留意点 評価 <観点> (方法) 

１．前時における題材の課題を確かめる 

「基本の形に部分を加えて 楽しい置物をつくろう」 

２．題材の課題に取り組む時に大切なことを考え合う 

 部分を加える時に どうすれば楽しい置物になるか 

考えよう 

①作例提示１(作例 ab の比較）を鑑賞し、気づきや考えを

ワークシートにメモしたあと話し合う 

②作例提示２(作例 bc の比較）を鑑賞し、気づきや考えを

ワークシートにメモしたあと話し合う 

３．大切なことをまとめて次の製作の課題を持つ 

話し合ったことをもとにして 気をつけることを 

まとめよう 

 

  

表現で大切な見方

考え方を具体的に

認識できるよう

に、順序立てて対

照的な作例を提示

し、視覚的によさ

をとらえながら考

えがまとめられる

ようにする。  

表現で大切な見

方考え方をまと

めやすいように、

板書やワークシ

ートを工夫して

おく。  

比較によって思いや考え

を持っている。 
＜情報の取り出し＞ 
(ワークシート 発表)    

話し合いをふり返って

「部分を加える時に大切

なこと」をまとめている。
部分を加える時に大切なのは、どの方向から見ても楽し

くなるように、前だけでなく横や後ろにある部分をいろい

ろ考えることと、できるだけ部分は基本の形からとび出る

ようにつくって加えること 

＜解釈＞（ワークシート）

ＡとＢに関して述べ、立

体的な表現にすることだ

と認識されている。 

＜鑑賞＞ 

（ワークシート） 

 Ｃ－１ 指導案   Ｃ－２ 評価計画   Ｃ－３ 単元計画  

 

４ 成果と課題 

(1) 成果 

Ａ、Ｂの見方考え方は鑑賞により子どもに認識され、表現に生かされていったことがうかがわ 

れた。このことを、ねらい達成の判断基準をもとにして評価したデータをもとに以下に示す。 

●ＡＢについて特に指導がなかったアイデアスケッチ段階では、ＡＢについての意識は次のよう

であった。 

・全員が正面から見ただけのスケッチであり、(アイデアスケッチなので)簡略な表現をしていた。 

・すでにＡＢが少しながらも現れている子どもは 34％（比較的現れている６％＋少し現れている 28％）。 

・そのほかの子ども全てはＢが現れず、部品を平面的に貼り付ける考えであり、全体の形が筒のま

まの状態であった。 

●鑑賞後の子どもの様相（解釈）は、鑑賞の記述やまとめの記述から次のようであった。 

・Ａを感じ取れた… 77％（感じ取れた…60％ おおむね感じ取れた…17％） 

 ・Ｂを感じ取れた…100％（感じ取れた…97％ おおむね感じ取れた…３％） 

●鑑賞後は表現活動となり、最終時の表現の状態(熟考・評価)は次のようであった。 

 ・Ａは現れた… 97％（現れた…79％ おおむね現れた…18％ 未完成で現れなかった…３％1名） 

 ・Ｂは現れた…100％（現れた…82％ おおむね現れた…18％） 

(2) 課題 

上記のように、作例比較によってＢの重要性はよく感じ取られ、表現にも生かされたが、Ａに

ついてはＢよりも低くなった。鑑賞では顕著で、考察すると次のようなこととなる。 

Ａにおける鑑賞による解釈では記述表現の問題があった。それは、情報の取り出しの時に「前

だけではなく裏にも上にも部分がある」「どこから見ても部分が見える」ということはしっかり意

見に出たが、それを「たくさん部分をつくるとよい」というような安易な言葉でまとめた子ども

を不正確な解釈（Ａは加える場所のことであり数のことではないから）と評価し、それが 23％だ

ったからである。このような指導後の評価で問題となったことは、次時の指導で補った。 

   今後の課題としては、情報の取り出しや解釈の場で、個々の言葉が共有化されたかを十分確認

することがあげられる。また、注意深く対象を見る態度とともに、安易な言葉に気をつけるなど

注意深く言語表現する態度を育て、思いを少しでも的確に伝えられるようにすることも大切であ

ろう。 
 Ｄ－１ 考察   Ｄ－２ 表現の実際  



 
 

 
 
 
１ 事例の概要 

小学校高学年の児童の造形への関心・意欲が、初めての材料や用具、表し方を経験して高まること

が多く見られる。材料では存在感のあるものに関心を示し、表現方法では手ごたえのある活動に意欲

を持つ傾向が見られる。また、工作に表す活動では美しさなどを考えデザインしながら形づくり、一

人一人の発想や造形感覚、創造的な技能などを働かせるようにすることが大切である。あわせて、児

童が使ってみたい材料や用具などを選び、表現方法を試したりやり直しをしたりして取り組めるよう

にすることも大切である。さらに、友人の表現との交流がきっかけとなって、自分の表現をふり返り、

新たなものを加えたり部分を取り換えたりなど自在に進めることができるようにすることも大切であ

る。 
児童一人一人の表現力（創造的な技能）はどうかと言うと、想いはあっても、それを十分に表現で

きないことに不満を覚えている児童も多い。想いを表現できるようにするために、魅力的な題材を用

意するとともに、用具の扱いにも十分に慣れさせておく必要があるのではないだろうか。 
児童の生活様式が変化してきている今、用具に関する正しい知識をもち、それらを適切に扱えるか

どうかということの重要度が増してきていると思われる。用具に関する適切な知識とスキルがあるか

どうかで、一人一人の表現に差が出るのではないだろうか。 
導入の工夫、材料の工夫とあわせて、用具の扱いの習熟にも力点を置いた指導を行うことで、題材

に興味を持たせるとともに、児童一人一人の個性を生かし、表現及び鑑賞にかかわる資質や能力を高

めるような指導を進め、その評価をしたいと考え取り組んだ。 
 

 Ａ－１ 児童の実態   

 

２ 実践内容 

 (1) 題材の目標 

・実際に使う場面を想像しながら、楽しんでつくろうとする。   【造形への関心・意欲・態度】 

・針金を折ったり曲げたりしながら想像を広げ、つくりたい形を思いつく。 【発想や構想の能力】 

・自分の思いを豊かに表現するために加工の順番を考えたり、材料の良さを生かしたりして創意工

夫して表す。ペンチなどの用具を適切・安全に、また、大切に使って表す。  【創造的な技能】 

・鑑賞会で作品を点灯して展示し、用途や美しさなどについて想いを広げ、感想を発表する。 

【鑑賞の能力】 

(2) 指導上の工夫点 

① 導入の工夫・・・・・・・・創作意欲がわくような題材の与え方 
  ② 表現の幅を広げる工夫・・・用具使用の習熟のための課題と、積極的にお互いの作品を見合うこ

との奨励 
  ③ 材料提示の仕方の工夫・・・創造意欲を喚起する材料の用意と、製作しやすさを考えた材料の提

示の仕方 
 ④ 鑑賞の工夫・・・・・・・・見学タイム、ショータイム、鑑賞カードで場と機会の設定 
 ⑤ 評価カードの工夫・・・・・製作段階ごとにふりかえりカードの記入 
 

 Ｂ－１ 単元計画     Ｂ－２ 準備物  

事例10  題材「くねくねアート・ランプシェード」 

創造的な技能を高め、豊かな表現の世界を広げる工夫 
図画工作 第６学年 
七尾市立有磯小学校・教諭 



３ 指導の実際  

学習活動 ・指導上の留意点 ◆評価 

1. 前時までをふりか

えり本時の課題を

つかむ 

2. 製作する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. あ と か た づ け を

し、ふりかえりカ

ードを書く 

「ランプシェードをつくろう」 

・自分の計画をふりかえる 

 

《骨組みに色々なものを使って飾り付け

をしよう》 

 

・用具・材料の扱い方には気をつける 

・材料に無駄が出ないように計画する 

・時々出来具合を確かめる 

・友だちの作品を見る 

 

 

 

 

 

「あとかたづけをして、ふりかえりカー

ドを書こう」 

・次回の製作の事も考えて、ていねいに

かたづける 

・ふりかえりカードを書く 

・デザインカードをもとにふ

りかえる時間を設ける 

 

・材料を十分に用意し選びや

すい状態で提供する 

・用具の扱いについては安全

な使い方を押さえる 

・丁寧な作業、独創的な作

業、協力し合う姿をほめる

・切れ端などは決められた箱

に入れるよう促す 

◆用具を適切に使い、材料を

生かしながら効果的につく

っている【創造的な技能】

 

 

 

・用具・材料の後片付けの大

切さを意識できるように声

かけする 

色々な材料を使ってだんだんランプ

シェードができ上がってきた。つづ

きが楽しみだ。 

 

 Ｃ－１ 指導案    Ｃ－２ 授業記録    Ｃ－３ 計画図    Ｃ－４ 作品紹介カード  
 

 Ｃ－５ ふり返りカードと鑑賞カード    Ｃ－６ 作品    

 

４ 成果と課題 

 (1) 成果 

児童たちは黙々と製作に向かい材料を用具で加工し、作品は当初のデザインよりもずっと手の加

えられたものになっていった。中には全然違う方向へと向かっていく児童もいたが、非常に高い集

中力で作品を作り上げていった。扱ったことのない材料と出会い、使ったことのない用具と出会っ

たことで児童たちの表現意欲は高まった。後は適切な扱い方を教え、児童たち自身が求める表現方

法のヒントを与えることによって、創作活動はどんどん進んでいった。 
材料の扱い方を知り、材料と自分の仲立ちである用具を適切に使いこなせるようになることは、

表現の幅を広げることになったと思われる。また、このことは、今後、表現活動に向き合う機会を

増やすことにもつながると思われる。 
 (2) 課題 

今回の活動では、児童の創作意欲は高まったが、残念ながら一人一人のオリジナリティあふれる

ようなデザインを生み出すにはいたらなかった。今後はもっと造形的に多様なものが生まれるよう

な支援と工夫が必要であると思われる。また、みんなと同じようなものを好むのではなく、児童自

身が多様な価値観を持てるような機会、様々な材料や美術作品に出会わせる機会も必要となるであ

ろう。 
 

５ その他 

参考文献 ： 図画工作科教師用指導書 ５・６下 日本文教出版 



 
 
 

 
 
 
１  事例の概要 

河北郡市の４年生は、６月に行われた器械運動交歓会に向けて、体育の時間を中心に放課後も

学年で練習を行ってきた。低学年から交歓会があることを意識し、器械運動に親しむ機会をたく

さん作っている。自分の担当する２年生から５年生の中で各学年１クラスずつ事前アンケートを

行ってみたところ、全ての学年において全員が体育の時間を好きと答えた。ところが鉄棒を好き

と答えたのは６割程度であった。鉄棒を好きになるためには、楽しいという体験やできたという

達成感を持たせることが必要不可欠であると考えた。そこで①練習教材の工夫、②補強運動の工

夫、③めあてをも持たせる工夫、④関わり合いの工夫の４点を重点に授業に取り組んだ。 

Ａ―１ 事例の概要 

 

２ 実践内容 

 (1) 単元の目標 

  ・器械、器具の安全に気をつけながら、友だちと協力し、教え合い励まし合って運動すること

ができる。             （運動や健康・安全への関する関心・意欲・態度） 
    ・課題を設定し、課題解決に向けて練習を工夫することができる。                          

                                          （運動や健康・安全についての思考・判断） 
  ・自己の能力に適した技に新たに取り組み、ある程度正確にできるようにするとともに、上がり

技、支持回転技、下り技を組み合わせることができる。          （運動の技能） 
 (2) 指導上の工夫点  

  ① 練習教材の工夫 
  補助具を活用してできたときも「できた」と認め、スモールステップで技ができるようにな 
るプロセスに、喜びを感じられるようにしていきたいと考えた。逆上がり練習器、跳箱と踏切

板、ポートボール台、ゴムひもなどの補助具を活用した。また、痛さに対する嫌悪感・恐怖心

が意欲の減退にもつながると考え、落下をしたときに痛みを和らげるために、鉄棒の下にはマ

ットを敷き詰めた。テーピングの巻き方を工夫したり、サポーターの代わりに靴下を切って使

用し、痛みを和らげた。滑り止めは粉が飛び散らないように靴下の中に入れた。 
② 補強運動の工夫 
  マット・鉄棒・跳び箱を同時に取り組んだため、補強運動は３つの単元で共通に行えるもの

と、各種目、各時間によって取り入れたものとがある。ＡＢＣの３つのグループに分かれ、

サーキット形式で行った。回数はわかりやすく１０回または１０秒とした。 
③ めあてを持たせる工夫 

技の名前や動き・ポイントがわかるように、鉄棒に一番近い壁に、上がり技、回り技、下

り技のポイントを図と言葉で紹介したパネルを掲示しておいた。学習カードは運動量を十分

確保できるように、できるだけシンプルにした。表は技能について自己評価と相互評価がで

きるようにした。裏には振り返りができるようにした。 

④ 関わり合いの工夫 
  補助をしたり、補助具を押さえたり、お互いに技を見せ合い、良かったところやできていな

いところをアドバイスし合うようにした。教師もできたことを一緒に喜んだり、わずかな進

事例 11  単元「器械運動」 

鉄棒を使った運動の実践 
 体育 第４学年 
 かほく市立宇ノ気小学校・教諭 



歩に対しても賞賛をし、学習意欲を持続させた。技のポイントをリズム言葉やイメージをつ

かませる言葉などわかりやすい言葉で助言をした。

Ｂ―１ 指導法の工夫

 

３ 指導の実際  

次 学習活動（７時間） 関心・意欲・態度 思考・判断 技能

オリエンテーション

・学習のねらいと進め方を知る。

・学習カードの使い方を知る。

・補強運動をする。技を知る。

①鉄棒運動に興味

・関心を持ち、す

すんで取り組もう

とする。

②自己の能力を知

り、学習カードか

ら自分の課題を見

つけている。

―知る段階―

【ねらい１】

今できる技をくり返したり、組み

合わせたりして楽しむことができ

る。

・ どんな技ができるのか試す。

・ 自分のできる技がさらに上達

するように練習する。

③今できる技をく

り返したり、組み

合わせたりするこ

とができる。

Ｃ―１ 指導案（単元計画・評価規準）

 

４ 成果と課題 

 (1) 成果 

   補強運動を継続して行ったことで、腕支持の感覚や逆さ感覚が身に付いたと感じた。また、段

階を追って技を練習したことで、「できた」という達成感は味わえたと思われる。単元終了時に

は新たに、逆上がりは６名、踏み越し下りでは１０名ができるようになり、逆上がりはクラスの

６割以上、踏み越し下りでは８割以上が技を完成させた。技の紹介パネルや学習カードから技の

名前を覚えたり、ポイントを見て練習することができた。友だちと見せ合うことで、できない技

でも友だちからヒントをもらい、アドバイスや補助を積極的に行っていた。できたことを一緒に

喜ぶ雰囲気がクラスに広まり、クラス全体が高まっていく様子が見られた。

 (2) 課題 

   補強運動については、児童が意欲を持って継続して取り組み力を付けていけるよう、ゲーム要

素を取り入れるなどさらなる工夫が必要である。場づくりには時間がかかり、補助具をおいた鉄

棒が種目を限定してしまう。いろいろな段階の子どもがいるが、準備ができる補助具の数が決ま

っているという課題も見つかった。友だちとの関わりを苦手とする子どももいるので、ペアやチ

ームを作るときには配慮が必要だと感じた。さらに、評価は１時間に１評価を設定することで１

時間の指導を焦点化してきた。しかし、逆上がりを中心に補助に時間を要して、評価が難しかっ

た。支援と評価のあり方についても工夫が必要だと感じた。

Ｄ－１ アンケート結果

 

５ その他 

参考図書「小学校体育図解・実践④器械運動」東洋館出版社  「新評価基準表」図書文化



事例12 題材「朝の生活を見直そう」

朝食に合う三色野菜いためを作ろう
家庭 第６学年～調理実習の評価の工夫～

加賀市立作見小学校・教諭

１ 事例の概要

事前アンケート調査から、健康を考えた朝食をとっている児童は少ないこと、家庭における調理

の経験が不足していること、５年生で学習した調理の基礎的な技能が十分身についていないことな

どがわかった。これらの実態を踏まえ、本題材では、どの児童にも野菜のゆで方やいため方、包丁

やフライパンの扱い方などの基礎的な調理の技能を身につけさせるとともに、朝食に合う三色野菜

いためを工夫し、自分の朝食の課題を解決しようとする能力を育てたいと考えた。これまでのグル

ープによる調理実習では、調理の得意な児童が中心となって作業を行い、どの児童にも調理の基礎

。 、 、的な技能を確実に身につけさせることができなかった また クラス全員が一度に実習をするので

評価や個に応じた指導が十分とはいえなかった。

そこで、本題材では、個別調理実習を取り入れたり、家庭との連携を図ったりして、どの児童に

も調理の基礎的な技能の定着を図るように工夫した。また、調理実習の評価方法について工夫し、

児童一人一人の評価を指導に生かしたいと考えた。

Ａ－１ アンケート

２ 実践内容

(1) 題材の目標

・朝の生活時間の使い方や朝食に関心をもち、家族に協力したり朝食に合うおかずを調理したり

しようとする。 （家庭生活への関心・意欲・態度）

・生活時間の有効な使い方、栄養バランスの取れた食品の組み合わせ、朝食のおかずについて考

えたり工夫したりする。 （生活を創意工夫する能力）

・生活時間を有効に使い、家族に協力したり、ゆでたりいためたりして朝食のおかずを作ること

ができる。 （生活の技能）

・生活時間の有効な使い方や栄養のバランスを考えた朝食のおかずの整え方を理解する。

（家庭生活についての知識・理解）

(2) 指導上の工夫点

① 個に応じた指導の工夫（個別調理実習）

・調理台を効率よく使用するために３人組のグループを編成。

・どの児童にも確実に調理の技能を身につけさせるための個別調理実習。

② 家庭との連携の工夫

・調理のポイントなどを調べるための家庭でのインタビュー。

・調理の技能定着のため、練習カードを活用。

・家庭科学習への協力を求めたり、学習の様子を紹介したりするため、学級便りを発行。

・学校公開日における調理実習の実施。

③ 実物の提示や写真による資料の工夫

・実物の野菜で切り方を提示。

・写真による切り方カードの利用。

④ 地域のスーパーとの連携の工夫



・地域のスーパーで、商品の表示などを見て、児童が材料を購入。

⑤ 評価方法の工夫

・ワークシートの活用。

・個別調理実習による行動観察。

・相互評価カード・自己評価カードの活用。

Ｂ－１ 題材の指導と評価の計画 Ｂ－２ 家庭との連携 Ｂ－３ 実物資料

Ｂ－４ ワークシート

（本時の展開 三次 ８．９．１０/１１時）３ 指導の実際

「朝食に合う三色野菜いためを作ろう」(1) 小題材名

・いためやすいように材料を切り、フライパンを安全に扱いながら、順序よく材(2) ねらい

料を入れていためることができる。

・三色野菜いために他の材料を加えるなど、工夫して調理することができる。

学習活動 児童の反応 評価（○）支援（●） 留意点（・）

○材料を順序よく入れ、適度なかたさに炒２．三色野
めることができる。菜いためを

（ ）作る。 生活の技能
（ ）行動観察・相互評価・自己評価

・炒めすぎないように声をかける。
●炒める順番がわからない児童には、かた

いものから順に炒めることを確認する。
●手際よく材料を入れられない児童には、

サポーターの児童に手渡してもらうよう
に声をかける。

Ｃ－１ 指導案 Ｃ－２ 自己評価カード Ｃ－３ 相互評価カード

Ｃ－４ 実習の様子

４ 成果と課題

(1) 成果

① 個別調理実習により、児童の意欲が高まり、家庭で練習してくる児童が増えたので、技能を

高めることができた。

② 家庭でのインタビューにより教科書には出ていない調理法が分かり、児童の意欲につながっ

た。また、練習カードの活用や学級便りなどにより、保護者の意識を高めることができた。

③ 実物の提示や切り方カードの活用により、調理に自信のない児童に対し支援できた。

④ 地域のスーパーとの連携により、消費者としての意識を高めることができた。また、食品の

保存方法についても理解を深めることができた。

⑤ ワークシートの活用により、評価を次時の指導に生かすことができた。また、個別調理実習

により、担任一人でも行動観察で評価しやすくなった。また、判断の基準を明確にした自己

評価カードや相互評価カードの活用により、担任の気づかなかった点を評価できた。

(2) 課題

技能が定着する時間を確保して評価を行いたいが、家庭の事情により練習回数にばらつきの

あることや、学校の授業でも回数をこなせないため、どの時点で技能の評価を行うのかという

ことについて課題が残る。

Ｄ－１ 成果と課題

材料を分けておいてあったから、手際よ

くフライパンに入れられるなぁ。

先にちくわを入れるよ。その後、

かたいものからいためるよ。
調理

サポーター

観察

強火でさっと炒めるんだよ。



事例13 内容項目1－(4) 正直誠実

「 ご め ん な さ い 」 で ぽ っ か ぽ か
道徳 第１学年

能美市立和気小学校・教諭

１ 事例の概要

本校では、研究主題を「豊かな心を育む学校づくり～認め合う子、共感し合う子の育成～」とし

ている。温かい人間関係づくりを通して人権感覚を養い、互いのよさを認め、ともに伸びようとす

。 、 、る児童を目指している そのような児童の姿は 学校教育活動全体を通して育成されるものであり

中でも、道徳教育を学校教育活動と関連させて、計画的・発展的に進めることが必要であると考え

た。そのために、本校では、道徳教育の柱となる重点目標を見直し、学校教育活動との関連を見通

した年間指導計画を作成し、実践することにした。

Ａ－１ 人権教育年間計画

２ 実践内容

(1) 主題設定の理由

入学して２ヶ月。教師との関わりを強く求めていた子どもたちだったが、学校生活に慣れる

にしたがって行動範囲や関わる人々が広がってきた。それとともに、友達同士でのトラブルが

出てくるようになった。１年生の子どもたちは活発で仲がいいのだが、度々、友達同士であい

さつが交わされていなかったり、手助けしようとやさしく声をかけてくれる友達に対して上手

に関われなかったりする姿が見られ、トラブルの原因は、コミュニケーションの行き違いであ

ることが多いと感じた。

今後、友達や上級生、先生などの様々な人々と人間関係を築いていく第一歩として、あいさ

つは欠かせない。あいさつに複数時間取り組む中で、人と関わる心地よさを感じ、進んで人と

関わろうとする行動力をつけたいと考えた。

１年生は、まだまだ自己中心的な考えが強く、自分の立場を守りたいという思いから、うそ

やごまかしの誘惑に負けてしまうことが多い。本時では、１年生だからこそ 「ごめんなさい」、

というあいさつをとおして、自分に正直になる快さに気づかせ、正直・誠実に生きることの大

切さを学ばせたいと考えた。

(2) 指導上の工夫点

① 総合単元的な取り組み

人間関係作りの基盤として 「あいさつでぽっかぽか」を合い言葉に総合単元的な取り組みを、

行った。いろいろなことばの中から特に「ありがとう 「ごめんなさい」を選んで重点的に取り」

組むことにした。本校ではこれらのことばもあいさつとしてとらえている。あいさつの取り組

みは、学校だけでは不十分であるので、最初の授業を授業参観で公開し、保護者にも協力をお

願いした。

② 展開の工夫

友達の大切なクレヨンを折ってしまったのぼるの心の葛藤を考えることによって、のぼるに

共感させたいと思い、クレヨンを折って葛藤している場面とのぼるが正直にあやまった場面の

２つに分けて提示した。その後 「ごめんなさい」と正直に謝り、友達に許してもらったのぼる、

、 。の劇化を取り入れることによって のぼるのほっとした快い気持ちに気づかせることができた

最後には、のぼるのような体験を学級の中で話し合ったり、教師の説話には失敗談を用いたり

して、自分に正直に過ごす快さや大切さを改めて確認し合った。



③ 評価の工夫

授業前後の子どもたちの変容を知り、励ますために、以下のような評価を行った。

・あいさつに関するアンケート（授業前後）

・あいさつでぽっかぽかカード（今日一日あいさつができたかどうか）

・ありがとうポスト（実践力がついたか）

・個人カルテ（子どもたちの行動の様子）

あいさつでぽっかぽかカードには、子どもたちに励ましの言葉を添えて家庭に返した。１時

間の評価だけではなく、今後も総合的に子どもたちの変容を見ていくことが必要である。

３ 指導の実際

配 指導上の留意点

時 学習活動 児童の意識の流れ ◆人権教育の視点

○「ぽきっ」とクレヨンが折 ・しまった ・クレヨンが折れた時の

れたとき、のぼるさんはど ・もしかして折れちゃったのかな のぼるの気持ちを、児

う思ったでしょう。 ・大変だ 童と共有するため、実

・どうしよう 際にクレヨンを折る。

展

◎ だまっていようか・・・ ・のぼるの「だまってい「 」 ・ごまかしたと思う。

というのぼるさんは、この （誰も見ていないから、ばれなければ ようか・・・」と「返

後 どうしたと思いますか？ いいから 怒られるのがこわいから 事ができなかった」と、 、 、

知らなかったことにすればいい） いう言葉に注目させ、

開 ごまかそうとする気持・あやまったと思う。

（とみこさんはゆるしてくれると思う ちと、正直にあやまろ

から、わざとじゃないけど悪いこと うとする気持ちの間で

をしてしまったから、かくしきれな 葛藤していることに気

いから） づくようにする。

Ｃ－１ 指導案 Ｃ－２ 授業の様子

４ 成果と課題

(1) 成果

・資料をもとに、児童が自分の体験を交流できた。

・劇化によって、あやまったのぼるの気持ち、ゆるしてもらえた時ののぼるの気持ちに寄り添

うことができた。

・子どもたちは、初めは人のものをこわしたりなくしてしまったりしたときのことを話しにく

そうだったが、最後には、心を開いてのぼるのような経験を話し、自分に正直に生活する大

切さ、快さを感じ合うことができた。

(2) 課題

・今後、子どもたち自身で正直に気持ちよく過ごせたかをふりかえるために、心のノートを活

用するのもよい。

・低学年では、心情に迫るために、ていねいに状況を押さえたり、劇化や役割演技などをとり

いれたりすることが効果的であり、勧めていく必要がある。

・学習後は、教材を教室に掲示し、いつでも振り返られるようにするとよい。



 

 
 

 
 
 
 

事例14  単元 学校行事「運動会」 

自 分 の 成 長 を 知 ろ う 

～自己の変容を大切にした評価～ 

特別活動 第６学年 

金沢市立三馬小学校・教諭 

１ 事例の概要 

三馬小学校の子ども達は、全体的に素直で落ち着いて学校生活を送っている。また、エネルギー

や行動力があり、互いに友達のよいところを認め合うという優しい面を持っている。しかし、反面

集団の中では受身で、自己表現したり伝え合ったりするという力が弱く、自分らしさを発揮できず

人の考えに流されてしまいやすいという傾向も見られる。子ども達による学級や学校の生活の充実

と向上を図るためにも、互いの考えを尊重しながら、自発的・自治的な話し合い活動に向かうよう

にしたい。そのための指導の工夫や指導に生かす評価の在り方を探っている。また、本校の学校行

事では実行委員会形式を取ることが多いが、特別活動の評価は、教科における知識・理解等の評価

と違い、言動や態度などの変容を評価していくことが多い。特に一つ一つの学校行事の中で、細か

な評価規準を設定するのは難しい。そこで、年間を通して、学校行事、学年行事を経験するたびに、

その過程の中で自分を見つめ、自分の成長を知る良い機会と捉え、自己評価を中心に自己の変容を

大切にした評価を行っていくこととした。 

 Ａ－１ 三馬小学校における特別活動について  

 
２ 実践内容 

  (1) 単元の目標 

・運動会を通して、「今までの自分」「練習中の自分」「運動会後の自分」とその練習過程の

中で自分を見つめ、自己の変容に気づき、自分の成長を知る。  

・運動会に関する様々な話し合い活動を通して、学級への所属感、連帯感を高め、より自主的

実践的な態度を育てる。 

 

(2)  指導上の工夫点  

① 指導法の工夫 

最高学年として活動する学校行事に加え、学年行事や総合的な学習の時間での１年生との関

わりの中で、最高学年としての自覚や責任、下級生への思いやりある行動、接し方を学ぶ機会

となる。それらを実行委員会とし、一人一役となりすべての児童が実行委員会に関わることに

した。また、実行委員会の進め方やどんなことを大切にするのかを明確にする必要があると考

え、次のような取り組みを行った。 

・学年黒板に各実行委員の活動時期・活動内容を明記し、いつ活動するのか自覚を促す。 

・実行委員の連絡コーナーも設け、子ども達が自主的に活動できるよう意識を促す。 

・実行委員会で使った「実行委員会記録用紙」「実行委員の振り返り」を掲示する。 

さらに、話し合い活動の充実と学級会係（司会者）への指導の重視するために、次のことを

行った。 

・学級集団全体の高まりを評価するとともに、子ども達一人一人の力について評価、分析し、

評価したことを一人一人の子どもに返すことによって指導を深める工夫をする。 

・円滑な話し合い活動を進めるため、全体の流れを全員に確認し見通しをもたせた。 

また、「司会の仕方カード」を活用し具体的にイメージできるようにする。 

 



 

② 評価の工夫 

・低中高学年とそれぞれの発達段階に応じて、目標を段階的に高めていけるように考え、話

し合い活動の評価規準を設定した。次に、評価の場面や方法、指導の手立てについて考え

た。また、評価を次の指導に生かすことができるように、具体的な場面を考えながらまと

めた。 

・学校行事や学年行事での過程の中で自分を見つめ、自己の変容や成長を知り、その自己評

価を大切にする。 

 

 

 

 

 

３ 指導の実際  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

４ 成果と課題 

(1) 成果 

年間を通しての実行委員会を明記したことで、自分達で自主的に実行委員会を開き、教師が

いなくても進めている実行委員会が多くあった。また、「実行委員会の振り返り」を見て、ど

んなことを話し合ったかを見ることで話し合いを円滑に進めることができた。 

また、今の自分を見つめた後にめあてを書いたことや、「運動会に向けての決意」を最初に

は書かず、練習中や役割についての活動途中の自分を見つめ確認した上で書かせたことで、め

あての内容も「自分に足りないものを身に付けよう」「長所を伸ばそう」という意識が見られ

た。また、活動途中に振り返りや自分を見つめ直したことで、少しずつ変化している自分や、

もっとこうしたらいいなと思うなど、当日に向けての課題や今後の考え方にも変化が見られた。 

 

(2) 課題 

それぞれの係に分かれた時の活動や、リレーや応援などの自主練習、当日の動きなどについ

ては把握できない場合も多かった。担当の先生方に聞いたり、逆に担当の先生から伝えてくれ

たりするなどして、ある程度の情報は入るが十分とは言えなかった。そのため、評価を子ども

達の振り返りに頼る面が大きくなった。子ども達一人一人の学習状況をより的確に把握し、評

価に生かしていく方法を今後考えていきたい。 

Ｂ－１ 実行委員会年間計画  Ｂ－２ 学級活動での取り組み

Ｂ－３ 話し合い活動評価規準 Ｂ－４ 学年・学級経営方針 

Ｃ－１ 指導案 Ｃ－２ 指導の実際とその工夫 Ｃ－３ 運動会における指導の実際 

主な学習の流れ ○評価と◇支援 

１ 去年の運動会での６年生の姿を思い出そう ◇具体的な場面での６年

生の姿を想起させる。 ・団長として応援団をリードしていた 

・６年生がわからないことをいろいろ教えてくれた ○運動会の成功のために

は何が大切か考えるこ

とができる。［発表］ 

２ 運動会の成功のためにはどんなことが必要か話し合おう 

・係活動に責任感を持って取り組むことが必要だと思う 

・運動会の成功のために、いろんなアイディアをだす ◇ワーク「運動会を通し

ての自分の成長」に今

の自分の気持ちや運動

会を通して身につけた

い力を書かせる。 

３ 運動会に向けての今の気持ちや運動会で付けたい力を考えよう 

・今年は５年生をリードしたい（リーダーシップを身につけたい） 

・責任感を持って仕事をする（責任感を身につける） 

・応援団に入って、恥ずかしがり屋の自分を変えたい 



事例15 単元「夕日寺発 地球を守る方法を教えます」

電気の使用量をへらす方法を考えよう
総合的な学習の時間 第５学年

金沢市立夕日寺小学校・教諭

１ 事例の概要

本校は施設移転に伴い、校内に太陽光発電や中水利用、ビオトープなど環境に考慮した施設がで

きた。従来からある夕日寺の豊かな自然や文化をもとに、環境教育を推進できる地域である。環境

教育で味わえる直接的体験や具体的な活動は、子どもの五感を磨きながら感性や主体性を育み、豊

かな人間形成に寄与できると考えている。そこで本校では、環境教育を総合的な学習の時間の柱と

して考え、平成１７年度から研究主題「共に生きる子をめざして～かかわり合いながら課題解決の

喜びを味わえる授業をめざして～」を設定した。

特に今年度は、教科との関連を図った総合的な学習の時間を通して、児童につけたい確かな力、

「見つける力 「調べて考える力 「伝える力」の３つの力を設定し、授業実践に取り組んでいる。」 」

その際、関連させる教科の力を明確にすること、教科の力を生かす場を具体的に設定すること、評

価を工夫することの３点が重要であると考える。

本事例は、第５学年の総合的な学習の時間において、この３点に留意しながら立案した実践事例

である。児童が地球温暖化について知り、それを防ぐために自分たちにどんなことができるかを調

査活動や実験等を通して考え、日常生活で実践できるように構成した。

Ａ－１ 学校研究の概要 Ａ－２ 教科と関連したつけたい力

Ａ－３ 指導法や評価の工夫改善

２ 実践内容

(1) 単元の目標

・地球温暖化について知り、温暖化を防ぐために学校や地域で省エネの目標を立て、省エネ生

。 （ ）活が送れるような方法を考えることができる 見つける力

・省エネ生活ができるように、自分が選んだ方法で粘り強く実践・追求し、そこから得られた

。 （ ）結果からよりよい省エネ方法について考えることができる 調べて考える力

・自分が調べたり実践したりして得られた結果を、効果的な方法で分りやすくプレゼンテーシ

、 。 （ ）ョンしたり まとめたりすることができる 伝える力

(2) 指導上の工夫点

① 関連させる教科の力の明確化

児童の実態に応じて、つけたい力と各教科の育てたい資質・能力を関連付け、明確に位置づ

けた。また、低中高別にどのような資質・能力を身につけなければならないのかを系統立てて

位置づけた。総合的な学習の時間だけではなく、各教科の指導においても、つけたい力と育て

たい資質・能力を意識しながら単元や本時レベルにおけるねらいを明確にしてきた。

② 教科の力を生かす場の設定

総合的な学習の時間における毎時の評価観点および規準を明確化し、単元レベルや本時レベ

ルでどのような力がつくとよいのか具体的なめざす児童の姿を明記した。

また、本時では、理科の資質能力である「条件を制御する力」と関連させ、電気使用量が一

番少なくなる使用方法を考え、その後で実験するようにした。



③ 評価の工夫

・単元や本時レベルにおけるねらいを明確にし 単元計画において 単元の最初の場面では 見、 、 「

つける力」を中心とし 「調べて考える力」を課題解決学習の中心に位置づけた。学習の最後、

には 「伝える力」を生かす場面に明記し、学習内容のまとめる場とした。、

、 、・学習の最初に達成度を提示し 児童自身でどのような姿になればよいのかの見通しを持たせ

学習の最後で振り返りの場を設定した。また、単元終末では、自己評価の時間を確保した。

Ｂ－１ ねらいと単元計画 その１ Ｂ－２ ねらいと単元計画 その２

３ 指導の実際

（ ）学習活動 教師の働きかけと児童の反応 支援☆・評価◆ 方法

（ ）＜電化製品の電気の使用量を減らす方法を考えよう＞ ☆調べたい項目 要因

実験の 対象；ＴＶ、ストーブ、ホットカーペット を出させる。

方法を考える ☆再実験させる。

◆要因を制御する必要

正確に実験するためにはどうしたらよいかな 性に気づき、正確に

植物の発芽の実験のように、条件をそろえて調べない 実験ができる。

ふりかえり といけない 【理科５年：条件を制

御して実験をすること

ができる】

（ ）もう一度、実験しよう ワークシート・実験

Ｃ－１ 指導案

Ｃ－２ 授業記録（抜粋）及び考察 その１ Ｃ－３ 授業記録（抜粋）及び考察 その２

４ 成果と課題

(1) 関連させる教科の力の明確化

今年度から本校では初めて、総合的な学習の時間と教科等との関連を明確にし、具体的な姿

も低中高など系統性を持たせた。そのことにより、教育活動全体を通して身につけるべきつけ

たい力も、総合的な学習を通して明確に指導することができるようになった。

(2) 教科の力を生かす場の設定

。 、ホットカーペットの使用時間や使用面積などの要因を制御して実験することができた また

テレビの音量、チャンネルなど子どもらしい実験もすることができた。これらの資質は、２月

「おもりのはたらき」の学習にも生かさせ、条件を制御し実験することができた。このように教

科の理科の力を生かす場の設定が効果的であったと考える。また、グループ内の話し合いやク

ラス間での実験の経過報告会を随時行いながら、条件について見直し、よりよい実験をするこ

とにもつながり、理科の「観察実験の力」を身につけることができた。この学習を通して「調

べて考える力」が身についてきたと考える。

(3) 評価の工夫

つけたい力を明確にし、評価の観点や規準を明確にすることで、児童一人一人の学習状況を

客観的に把握することができた。また、総合的な学習の時間だけではなく、教科の時間にも、

その評価をフィードバックすることができ、単元計画や事象の提示の工夫などができた。しか

し、理解に時間を要する児童にどのような支援を実施していくかを、より具体的に計画してお

けば、より一層理解を促すことができたと考える。

Ｄ－１ 成果と課題

チャンネル

音量 設定温度

石油？電気？ 使用面積

設定温度

条件をそろえながら実験する必要がある

測定時間

合わせない

といけない




